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埼経協ニュース421号

変
動
が
大
き
く
（Volatile

）、
先
行

き
が
不
透
明
で
（Uncertain

）、
複
雑

（Com
plex

）
か
つ
曖
昧
（A

m
bigu-

ous

）
な
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
（
ヴ
ー
カ
）
化
が

進
行
す
る
現
代
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
な

か
で
、
多
く
の
経
営
者
の
方
々
が
こ
の

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
化
を
実
感
な
さ
っ
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

企
業
が
こ
の
苦
難
の
時
代
を
生
き
残

り
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の
社
会
で
市
民

か
ら
い
っ
そ
う
信
頼
さ
れ
る
存
在
と
な

る
た
め
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
経

営
者
に
は
深
い
教
養
（
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
）
に
裏
付
け
ら
れ
た
洞
察
力
・
価
値

観
、
ビ
ジ
ョ
ン
構
想
力
、
さ
ら
に
は
豊

か
な
人
間
性
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
養

う
手
法
と
し
て
、「
古
典
」
を
素
材
に

「
対
話
」
を
重
ね
、
深
い
思
索
や
内
省

を
促
進
す
る
、
少
人
数
の
研
修
方
式
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
一
般
社
団
法
人
日
本
ア
ス

ペ
ン
研
究
所
の
ご
協
力
の
も
と
、
標
記

研
修
の
モ
デ
レ
ー
タ
ー
（
対
話
の
進
行

促
進
役
）
と
ア
カ
デ
ミ
ア
（
研
究
者
）

の
方
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
十
二

月
十
四
日
㈪
、
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
「
古

典
に
学
び
、
人
生
と
企
業
経
営
を
よ
り

豊
か
に
〜
深
い
教
養
に
支
え
ら
れ
た
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
よ
い
会
社
、
よ
い
人

生
、
よ
い
社
会
を
‼
〜
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

当
日
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ

ル
4
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
実
施
し
、
十

六
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
本
会
廣
澤
健
一
専
務
理

事
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
続
い
て
「
古

典
に
学
ぶ
企
業
経
営
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
」
と
題
し
て
、
元
東
京
海
上
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
取
締
役
副
社
長
の
雨
宮
寛

氏
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
、「
古
典
と
対
話
を
ベ
ー
ス
に

し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
」
と
題
し

て
一
般
社
団
法
人
日
本
ア
ス
ペ
ン
研
究

所
事
務
局
か
ら
理
念
と
取
組
に
つ
い
て

ご
説
明
を
い
た
だ
い
た
後
、
本
会
会
員

の
埼
京
運
輸
株
式
会
社
取
締
役
藤
田
夏

輝
氏
か
ら
「
ヤ
ン
グ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
・
セ
ミ
ナ
ー
」
に
参
加
さ
れ
た
ご
体

験
に
つ
い
て
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、「
古
典
は
何
の
役
に
立
つ

の
か
」
と
題
し
、
埼
玉
大
学
名
誉
教
授

の
渋
谷
治
美
氏
か
ら
ご
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◇
講
演
概
要
（
雨
宮
氏
）

・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
本
質
は
創
造
と

変
革
。

・
リ
ー
ダ
ー
に
必
要
な
資
質
は
「
見
え

な
い
も
の
」
を
見
る
力
と
人
間
力
。

・
こ
れ
ま
で
の
成
功
体
験
が
役
に
立
た

な
く
な
る
時
代
。
根
本
的
・
根
源

的
に
ど
う
い
う
価
値
観
を
持
つ
の

か
。「
何
の
た
め
に
」
と
い
う
そ

も
そ
も
論
に
立
ち
返
る
こ
と
が
重

要
。

・
会
社
は
従
業
員
の
自
己
実
現
の
場
。

仕
事
の
や
り
が
い
、
働
き
が
い
、

誇
り
が
あ
る
か
。
情
報
共
有
を
進

め
、
会
社
の
目
的
と
自
己
の
仕
事

の
意
味
を
従
業
員
が
理
解
で
き
て

い
る
か
。

・
フ
ォ
ロ
ア
ー
が
つ
い
て
く
る
人
間

力
あ
る
リ
ー
ダ
ー
に
は
、
謙
虚
で

あ
る
こ
と
、
多
様
性
を
認
め
、
受

容
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

◇
講
演
概
要
（
渋
沢
氏
）

・
古
典
は
何
の
役
に
立
つ
の
か
…
古

典
に
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
魂
の
変

容
（
予
期
せ
ぬ
変
化
）
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

・
価
値
を
問
う

・
善
と
は
何
か
、
悪
と
は
何
か
…
カ

リ
ク
レ
ス
主
義
（
強
者
の
論
理
）

か
ら
生
物
進
化
論
ま
で
、
様
々
な

古
典
の
考
え
方
・
価
値
説
を
解
説
。

・
理
想
・
理
念
…
実
現
し
え
な
い
こ
と

は
分
か
り
き
っ
た
う
え
で
、
そ
れ
で

ど
う
す
る
か
。
理
想
の
あ
る
人
生
と

理
想
の
な
い
人
生
、
ど
ち
ら
を
生
き

た
い
か
。

・
真
の
人
情
…
源
氏
物
語
の
日
本
人
に

特
徴
的
な
「
気
遣
い
」
の
細
や
か
さ

等
、
文
化
的
な
国
粋
主
義
を
通
し
、

異
文
化
と
の
連
帯
、
文
化
的
寛
容
を

広
げ
る
。

・
カ
ン
ト
の
応
用
「
想
像
力
の
公
的
使

用
（
世
界
市
民
の
一
員
と
し
て
）」

に
よ
り
、
感
性
と
理
性
と
を
想
像
力

が
触
発
し
両
者
を
媒
介
す
る
こ
と
で
、

感
性
、
想
像
（
創
造
）
力
、
理
性
が

開
花
す
る
。

・
人
生
百
年
時
代
を
古
典
に
学
び
な
が

ら
生
き
る
、
Ａ
Ｉ
全
盛
時
代
に
こ
そ

古
典
を
見
直
す
。

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報

’21 月号

日本経団連 埼玉

第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
古
典
に
学
び
、
人
生
と
企
業
経
営
を
よ
り
豊
か
に
」

を
開
催

講演を行う埼玉大学名誉教授
渋谷 治美 氏

事例発表を行う埼京運輸㈱
取締役 藤田 夏輝 氏

講演を行う元東京海上ホール
ディングス取締役副社長

雨宮 寛 氏
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第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
に
お
け
る
カ
ス
タ
マ
ー
戦

略
を
再
構
築
す
る
〜
ア
フ
タ
ー
・
コ
ロ
ナ
で
の
消
費

者
心
理
を
捉
え
、
カ
ス
タ
マ
ー
戦
略
を
再
構
築
す
る

た
め
の
4
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
解
説
〜
」
を
開
催

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
世

界
が
大
き
く
う
ご
め
く
な
か
、
顧
客
の

価
値
観
、
行
動
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
対
す
る
企

業
活
動
も
大
き
な
変
革
を
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
一
二
月

二
一
日
㈪
、
第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
に
お
け
る
カ

ス
タ
マ
ー
戦
略
を
再
構
築
す
る
」
と
題

し
て
、
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

株
式
会
社
執
行
役
員
パ
ー
ト
ナ
ー
の
古

谷
公
氏
を
お
迎
え
し
、
ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
に
よ

り
実
施
し
、
三
二
名
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
グ
ロ
ー
バ
ル

で
二
〇
二
〇
年
五
月
か
ら
六
月
に
実
施

さ
れ
た�Consum

ers
and

the
new

reality

�
調
査
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た

「
消
費
者
の
価
値
観
や
購
買
行
動
の
変

化
」
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
続
い
て
、

消
費
者
の
変
化
を
お
さ
え
た
う
え
で
、

さ
ら
に
は
こ
れ
ま
で
日
本
企
業
が
抱
え

て
き
た
カ
ス
タ
マ
ー
戦
略
上
で
の
課
題

を
踏
ま
え
て
、
日
本
企
業
が
カ
ス
タ
マ

ー
戦
略
を
再
構
築
し
て
い
く
た
め
の
四

つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
解
説
い
た
だ
き
ま
し

た
。結

び
の
章
で
は
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル

時
代
の
到
来
は
、
企
業
変
革
の
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
し
て
、
下
記
の
よ

う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
激
動
期
の
戦
略
経
営
は
、
刻
々
と
変

わ
る
環
境
に
対
応
し
な
が
ら
、
継
続

的
に
『
競
合
優
位
性
』
を
積
み
重
ね

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
、
瞬
発
力
が

求
め
ら
れ
る
。

・
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
（
激
動
期
）
に
は
、

日
本
企
業
の
従
来
の
強
み
（
現
場
主

導
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
重
視
で
最
大
公

約
数
の
意
思
決
定
、
戦
略
実
行
は
現

場
主
体
に
権
限
移
譲
、
能
重
視
の
長

期
型
人
材
育
成
）
は
、
足
か
せ
と
な

る
。
激
動
期
に
は
、
戦
略
を
策
定
す

る
段
階
で
戦
略
実
行
ま
で
配
慮
し
、

戦
略
実
行
時
は
戦
略
策
定
に
思
い
を

巡
ら
せ
る
、
と
い
っ
た
計
画
・
実
行

サ
イ
ク
ル
を
回
す
ア
ジ
ャ
イ
ル
経
営

が
有
効
で
あ
る
。

□
講
演
概
要

1
�
二
〇
二
〇
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
で
景

色
が
一
変

・
現
状
の
延
長
線
上
の
ま
ま
で
は
、
カ

ス
タ
マ
ー
戦
略
は
早
晩
頭
打
ち
に

・
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
を
想
定
し
て

動
く

2
�
消
費
者
心
理
の
変
化

・
贅
沢
消
費
の
買
い
控
え
と
�Value

for
M
oney

（
価
格
に
合
っ
た
価

値
）�
の
強
ま
り

・
顧
客
体
験
が
一
気
に
デ
ジ
タ
ル
に

移
行

・
ブ
ラ
ン
ド
に
求
め
る
要
素
で
�
信

頼
�が
よ
り
重
要
に

3
�
カ
ス
タ
マ
ー
戦
略
の
再
構
築

・
消
費
者
心
理
の
変
化
と
、
こ
れ
ま

で
日
本
企
業
が
克
服
で
き
な
か
っ

た
課
題
も
踏
ま
え
た
、
カ
ス
タ
マ

ー
戦
略
を
再
構
築
す
る
四
つ
の
ス

テ
ッ
プ

ス
テ
ッ
プ
①

プ
ラ
イ
シ
ン
グ
政

策
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
費
用
配

分
の
見
直
し

ス
テ
ッ
プ
②

カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ

ー
ニ
ー
の
最
大
限
の
デ
ジ
タ
ル
シ

フ
ト

ス
テ
ッ
プ
③
�ValueforM

oney

（
価
格
に
合
っ
た
価
値
）�
の
要

素
を
強
め
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

へ
の
移
行

ス
テ
ッ
プ
④
�
信
頼
、信
用
、安

心
�を
強
化
し
た
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
へ
の
転
換

4
�
直
面
す
る
難
局
は
企
業
変
革
の

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

・
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
へ
の
変
曲
点

は
、
企
業
変
革
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

・
し
が
ら
み
を
排
除
し
、
抜
本
的
な
企

業
変
革
を
実
現

・
抜
本
的
な
企
業
変
革
を
実
現
す
る
こ

と
で
、
次
の
時
代
に
繋
げ
る
大
き
な

ス
テ
ッ
プ
に

目

次

頁

�
第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

一

�
第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

二

�
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
・
大

学
と
企
業
担
当
者
と
の
情
報
交

換
交
流
会

三

�
第
十
回
科
学
の
甲
子
園
埼
玉
県

大
会

四

�
第
三
回
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
委
員
会

四

�
衛
生
管
理
者
受
験
対
策
講
座

五

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い

の
広
場

六

�「
も
の
つ
く
り
大
学
」
へ
よ
う

こ
そ

七

�
第
三
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

八
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緊
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十

�
ワ
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ポ
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ら
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よ
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講演を行う古谷 公 氏
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Zoomによる講演
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大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業

第
二
回
「
大
学
と
企
業
担
当
者
と
の
情
報
交
換
交
流

会
」
を
開
催

〜
冬
期
・
春
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
実
施
に
向
け
産
学
連
携
で
〜

埼
玉
県
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

事
業
で
、
第
二
回
目
と
な
る
「
大
学
と

企
業
担
当
者
と
の
情
報
交
換
交
流
会
」

を
十
二
月
九
日
㈬
、
ウ
ェ
ス
タ
川
越
の

多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
収
容
人
数
二
〇
〇

名
以
上
の
会
場
に
参
加
定
員
を
五
〇
名

に
制
限
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ
た
う

え
で
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
大
学
の

キ
ャ
リ
ア
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
担
当
、

企
業
の
人
事
、
採
用
担
当
な
ど
三
六
名

の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

開
会
後
、
講
演
会
と
質
疑
応
答
な
ど

を
行
い
、
当
初
予
定
し
て
い
た
情
報
交

換
会
（
名
刺
交
換
会
）
は
三
密
を
避
け

る
配
慮
か
ら
実
施
は
中
止
し
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
ま
ず
株
式
会
社
マ
イ

ナ
ビ
支
社
業
務
推
進
担
当
で
前
埼
玉
支

店
長
の
綿
貫
哲
也
氏
が
「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
／

ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ
コ
ロ
ナ
で
企
業
の
採
用
募

集
活
動
は
ど
う
変
わ
る
か
？
〜
2
0
2

1
年
卒
の
振
り
返
り
と
2
0
2
2
年
卒

の
見
通
し
〜
」
と
題
し
、
新
卒
採
用
市

場
に
つ
い
て
今
年
度
の
振
り
返
り
と
来

年
度
の
展
望
な
ど
を
マ
イ
ナ
ビ
の
調
査

デ
ー
タ
な
ど
に
基
づ
い
て
解
説
し
ま
し

た
。

【
講
演
の
概
要
】

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
１

2
0
2
1
年
卒
の
採
用
市
場
は
ど
う
進

行
し
た
か
…
？

〇
企
業
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
率

は
上
昇
。
実
施
し
た
�
全
国
�

56
�
9
％
、
埼
玉
�
55
�
1
％
（
埼

玉
の
実
施
率
は
大
幅
増
）

〇
学
生
の
エ
ン
ト
リ
ー
（
プ
レ
エ
ン
ト

リ
ー
含
む
）
開
始
時
期
は
年
々
早
ま

っ
て
い
る

〇
四
月
の
緊
急
事
態
宣
言
で
対
面
型
の

活
動
が
鈍
化
。
迅
速
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
化
に

切
り
替
え
た
企
業
と
そ
れ
以
外
の
企

業
の
差
が
顕
著
に
。

◎
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
参
加
が
選
考

参
加
へ
直
結
し
や
す
い
市
場
へ
。
プ

レ
期
間
に
実
施
し
た
施
策
の
成
否
が

採
用
活
動
全
体
の
成
否
に
影
響
す
る
。

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
２

2
0
2
2
年
卒
の
見
通
し
と
成
功
の
ポ

イ
ン
ト
と
は
…
？

〇
エ
ン
ト
リ
ー
学
生
の
母
集
団
形
成
は

プ
レ
期
間
で
大
勢
が
決
ま
る
。
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
主
体
と
し
た
プ
レ

期
間
の
施
策
が
重
要
。

〇
志
望
に
結
び
付
く
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
。「
個
別
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
」「
多
様
な
社
員

と
の
交
流
」「
座
学
以
上
の
工
夫
」「
企

業
の
特
徴
を
活
か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

設
計
」
な
ど
。

〇
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
社
説
明
会
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
面
接

の
有
効
活
用
で
ス
ピ
ー
ド
感
と
効
率

性
の
高
い
選
考
フ
ロ
ー
構
築
。

◎
対
面
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
は
�
得
ら
れ
る
情

報
の
種
類
�
が
異
な
る
こ
と
を
理
解

す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
理
解
し

た
う
え
で
複
合
的
に
施
策
を
実
施
す

る
こ
と
が
肝
要
。

引
き
続
き
、
講
演
の
二
本
目
は
、
国

立
大
学
法
人
埼
玉
大
学
基
盤
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
教
授
の
石
阪
督
規
氏
が
「
冬

期
／
春
期
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施

に
向
け
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
有
効

求
人
倍
率
の
推
移
や
大
学
と
企
業
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
の
実
態
、
有
効
な
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
に
つ

い
て
、
様
々
な
デ
ー
タ
に
独
自
の
分
析

を
交
え
て
解
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

【
講
演
の
概
要
】

〇
最
新
版
全
国
の
有
効
求
人
倍
率

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
有
効
求
人

倍
率
回
復
ま
で
は
六
年
か
か
っ
た
。

コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
後
の
回
復
は
い
つ

頃
か
。

〇
新
卒
採
用
プ
ロ
セ
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
の
状
況
（
対
埼
玉
大
学
生
）

〇
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
図
る
採
用
プ
ロ
セ

ス
の
内
訳
（
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
が
大
幅
増
）

〇
一
般
的
な
企
業
の
採
用
ス
ケ
ジ
ュー
ル

〇
埼
玉
大
学
生
に
対
す
る
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
開
催
時
期

〇
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
三
類
型

〇
二
〇
二
〇
年
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

課
題

〇
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
型

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
例
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
例

〇
オ
ン
ラ
イ
ン
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

〇
埼
玉
大
学
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

実
施
例

〇
オ
ン
ラ
イ
ン
型
と
オ
フ
ラ
イ
ン
型
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
特
徴
と
課
題

◎
最
後
に
、「
コ
ロ
ナ
世
代
」
の
若
者

た
ち
が
就
職
に
向
け
た
第
一
歩
を
ふ

み
だ
す
た
め
に
…
と
ま
と
め
ま
し
た
。

�「
コ
ロ
ナ
世
代
」
の
若
者
た
ち
は
、

こ
れ
ま
で
当
た
り
前
と
さ
れ
て
い
た
対

面
で
の
講
義
や
学
生
生
活
に
大
き
な
制

限
が
か
か
り
、
就
職
活
動
を
と
り
ま
く

状
況
が
比
較
的
好
調
だ
っ
た
「
ゆ
と
り

世
代
」
と
比
べ
る
と
不
遇
な
境
遇
に
あ

る
世
代
と
い
え
ま
す
。
対
面
で
の
人
的

交
流
が
減
り
、
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
情

報
に
過
度
に
依
存
す
る
傾
向
も
う
か
が

え
る
こ
と
か
ら
、
自
己
肯
定
感
が
低
く
、

自
分
に
自
信
が
な
い
と
感
じ
て
し
ま
う

者
も
多
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

早
期
離
職
や
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
と

い
う
意
味
で
も
、
ま
ず
は
、
自
身
の「
長

所
」
を
見
つ
け
、
そ
れ
ら
を
仕
事
選
び

や
社
会
生
活
に
活
か
す
方
法
を
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。�

講
演
会
終
了
後
に
は
質
疑
応
答
を
行

い
、
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
提
出
協
力

を
お
願
い
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

【
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
】

回
答
数
�
三
二
名

Ｑ
今
年
度
の
冬
・
春
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
実
施
の
可
能
性
に
つ
い
て

■
出
来
な
い
・
難
し
い
�
27
�
5
％

■
実
施
し
た
い
・
実
施
す
る
�
72
�4
％

Ｑ
実
施
す
る
場
合
の
可
能
時
期
は

■
冬
休
み
（
12
〜
1
月
）
�
11
�
5
％

講演－2
埼玉大学

基盤教育研究センター
教授 石阪 督規 氏

当日の会場の様子 ウェスタ川越・多目的ホール

講演－1
株式会社マイナビ
支社業務推進担当
綿貫 哲也 氏
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第
十
回
科
学
の
甲
子
園
埼
玉
県
大
会

―
大
会
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
―

令
和
二
年
度
第
三
回
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
委
員
会

『
埼
玉
県
障
害
者
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー
』を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

■
春
休
み
（
2
〜
3
月
）
�
30
�
8
％

■
時
期
は
問
わ
ず
�
57
�
7
％

Ｑ
実
施
す
る
場
合
の
方
法
は

■
参
加
型
の
み
�
44
�
0
％

■
オ
ン
ラ
イ
ン
型
の
み
�
0
％

■
両
方
の
併
用
�
32
�
0
％

■
ま
だ
わ
か
ら
な
い
�
24
�
0
％

Ｑ
今
後
の
マ
ッ
チ
ン
グ
会
開
催
へ
の
参

加
希
望
に
つ
い
て

■
参
加
し
な
い
・
難
し
い
�
24
�
0
％

■
参
加
す
る
・
し
た
い
�
76
�
0
％

Ｑ
マ
ッ
チ
ン
グ
会
開
催
の
実
施
希
望
は

■
参
加
型
�
22
�
7
％

■
オ
ン
ラ
イ
ン
型
の
み
�
4
�
5
％

■
両
方
の
併
用
�
18
�
2
％

■
型
は
問
わ
な
い
�
54
�
5
％

【
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
】

冬
期
・
春
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実

施
に
も
、
学
生
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
会
参

加
に
も
前
向
き
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
マ
ッ
チ
ン
グ

会
の
実
施
に
関
し
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

の
み
の
環
境
は
ま
だ
難
し
く
、
リ
ア
ル

参
加
型
や
両
方
の
併
用
を
希
望
す
る
声

が
多
い
。

な
お
、
第
二
回
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

マ
ッ
チ
ン
グ
会
は
、
一
月
二
十
日
㈬
に

予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
緊
急
事
態

宣
言
の
発
出
に
よ
り
、
二
月
十
日
㈬
に

延
期
し
、
さ
ら
に
緊
急
事
態
宣
言
の
延

長
に
伴
い
、
リ
ア
ル
で
の
開
催
は
中
止

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
二
年
十
一
月
二
一
日
㈯
に
、
埼

玉
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
に
て
、
第
十

回
科
学
の
甲
子
園
埼
玉
県
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

大
規
模
イ
ベ
ン
ト
が
自
粛
さ
れ
る
中
、

今
年
度
は
、
会
場
で
の
実
施
方
法
等
を

工
夫
し
密
を
避
け
な
が
ら
、
筆
記
競
技

の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度

に
引
き
続
き
、
県
立
浦
和
高
校
が
優
勝

し
、
三
月
に
茨
城
県
つ
く
ば
市
で
開
催

予
定
の
全
国
大
会
に
、
埼
玉
県
代
表
と

し
て
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
協
働
パ
ー
ト
ナ
ー
の
募
集

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
会
員
企
業

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
来
年
度
以
降
の

協
働
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の
ご
協
力
、
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
埼
玉
県
大
会
結
果
】

優

勝

浦
和
高
校（
全
国
大
会
出
場
）

準
優
勝

栄
東
高
校

第
三
位

越
谷
北
高
校

第
四
位

開
智
高
校

第
五
位

所
沢
北
高
校

第
六
位

川
越
高
校

第
七
位

熊
谷
高
校

第
八
位

松
山
高
校

第
九
位

川
口
市
立
高
校

第
十
位

不
動
岡
高
校
（
以
下
省
略
）

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
、
障

害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進

に
関
す
る
法
律
（
障
害
者
差
別
解
消

法
）
及
び
、
障
害
者
の
要
望
に
過
度
な

負
担
に
な
ら
な
い
範
囲
で
応
じ
る
「
合

理
的
配
慮
」
を
義
務
付
け
た
改
正
障
害

者
雇
用
促
進
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
に
よ

り
、
平
成
三
十
年
度
か
ら
五
年
間
に
限

り
、
精
神
障
害
者
を
法
定
雇
用
率
の
算

定
基
礎
に
加
え
る
等
の
措
置
が
講
じ
ら

れ
ま
し
た
。
障
害
者
雇
用
促
進
法
に
規

定
さ
れ
て
い
る
障
害
者
雇
用
率
制
度
に

お
い
て
は
、
令
和
三
年
三
月
か
ら
、
民

間
企
業
の
法
定
雇
用
率
が
現
行
の

2
�
2
％
か
ら
2
�
3
％
へ
引
き
上
げ

ら
れ
る
ほ
か
、
対
象
と
な
る
企
業
も
従

業
員
45
�
5
人
以
上
か
ら
43
�
5
人
以

上
へ
拡
大
さ
れ
、
企
業
が
障
害
者
雇
用

を
進
め
る
環
境
が
大
き
く
変
化
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
働
き
方

改
革
の
推
進
や
人
材
の
多
様
化
が
求
め

ら
れ
る
中
で
障
害
者
雇
用
に
不
安
を
抱

え
る
県
内
企
業
に
対
し
、
障
害
者
雇
用

の
一
層
の
促
進
を
図
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
一
月
二
十
二
日
㈮

に
埼
玉
県
障
害
者
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー

を
埼
玉
県
、
埼
玉
労
働
局
、
本
会
の
共

催
に
て
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
し
ま
し
た
。

当
初
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ

ー
ル
に
て
対
面
形
式
で
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
伴
い
、
急
遽

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
切
り
替
え
て
実
施

し
、
八
〇
名
の
方
に
ご
視
聴
い
た
だ
き

ま
し
た
。

講
演
で
は
、
法
政
大
学
現
代
福
祉
学

部
教
授

眞
保
智
子
氏
を
講
師
と
し
て

お
招
き
し
、「
多
様
な
働
き
方
の
パ
イ

オ
ニ
ア
〜
障
害
者
雇
用
を
今
一
度
考
え

る
〜
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
脱
日
本
型
雇
用
慣
行
の
流
れ
と

と
も
に
働
く
意
欲
と
能
力
が
あ
る
誰
も

が
働
け
る
社
会
へ
の
変
化
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
障
害
者
雇
用
で
は
す
で

に
ジ
ョ
ブ
型
（
職
務
に
そ
の
能
力
が
あ

る
人
を
配
置
）
雇
用
が
行
わ
れ
て
お
り

多
様
な
働
き
方
を
実
践
し
て
い
る
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
埼
玉
県
障
害
者
雇
用
総
合

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

企
業
支
援
業
務

部
門
部
門
長

岡
濱
君
枝
氏
か
ら
、「
障

害
者
を
雇
用
す
る
に
あ
た
っ
て
」
と
題

し
、
障
害
者
雇
用
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
の
雇
用
開
拓
、
企
業
支
援
、
定

着
支
援
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
障
害
者
雇
用
企
業
に
よ
る

障
害
者
が
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
有
限
会
社
ノ
ア

専
務
取
締

役

谷
田
正
樹
氏
か
ら
、「
超
短
時
間

勤
務
制
度
を
活
用
し
た
業
務
運
営
〜
一

日
か
か
る
仕
事
で
は
な
い
け
れ
ど
も
必

要
不
可
欠
な
仕
事
〜
」
に
つ
い
て
ご
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
週
20
時
間
未
満

法政大学
現代福祉学部教授
眞保 智子 氏

埼玉県障害者雇用総合サポー
トセンター企業支援業務部門
部門長 岡濱 君枝 氏

有限会社ノア
専務取締役
谷田 正樹 氏

NTTファイナンス株式会社ビリング事業
本部北関東・信越総合料金センター事
務サービス部担当課長 紺野 一男 氏

― 4 ―



「人生100年時代」の資産形成と
埼玉県の医療体制を応援します。

詳しくは
埼玉りそな銀行の
特設サイトへ！

「人生100年時代」のため、ESG投資と
国際分散投資により中長期の資産形成
をサポートします。

資産運用を通じて地域・社会へ貢献する
とともに、対象投資信託を通じた寄附に
より埼玉県の医療体制を応援します。

お客さまの資産形成をサポート

埼玉県の医療体制を応援

第
一
種
・
第
二
種

衛
生
管
理
者
受
験
対
策
講
座
を
開
催

の
超
短
時
間
勤
務
制
度
は
、
長
時
間
勤

務
が
困
難
な
障
害
者
が
企
業
の
必
要
不

可
欠
な
仕
事
に
ス
ポ
ッ
ト
で
就
業
で
き

る
た
め
、
中
小
企
業
と
の
親
和
性
が
あ

る
と
の
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
株
式

会
社
ビ
リ
ン
グ
事
業
本
部

北
関
東
・

信
越
総
合
料
金
セ
ン
タ
ー
事
務
サ
ー
ビ

ス
部

担
当
課
長

紺
野
一
男
氏
か
ら
、

「
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
導
入
に
よ
り
更
な
る
従
業

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を
目
指
し

て
〜
夢
の
ツ
ー
ル
を
使
い
こ
な
せ
〜
」

に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
に
障
害
者
自
身
が
体
調
面
、

精
神
面
の
状
態
を
日
々
入
力
し
て
見
え

る
化
し
、
安
定
し
て
仕
事
を
続
け
る
こ

と
を
目
的
に
利
用
し
て
い
ま
す
。
障
害

者
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
有
効
で

あ
る
な
ど
、
雇
用
を
検
討
す
る
企
業
向

け
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
（Supporting

People
to
Im
prove

Stability

）
は
、
精
神

障
害
者
な
ど
で
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
が
必
要

な
方
向
け
の
就
労
定
着
支
援
シ
ス
テ
ム

で
、
個
人
の
特
性
に
合
わ
せ
て
評
価
項

目
を
設
定
で
き
る
日
報
シ
ス
テ
ム
で
す
。

衛
生
管
理
者
は
、
法
で
定
め
ら
れ
た

国
家
資
格
で
す
。
常
時
50
人
以
上
の
労

働
者
を
使
用
す
る
事
業
場
で
は
、
衛
生

管
理
者
免
許
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら

労
働
者
数
に
応
じ
、
一
定
数
以
上
の
衛

生
管
理
者
を
選
任
し
、
安
全
衛
生
業
務

の
う
ち
、
衛
生
に
係
わ
る
技
術
的
な
事

項
を
管
理
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
で
は
、
有
資
格
者
が
異

動
等
で
転
出
し
て
も
問
題
と
な
ら
な
い

よ
う
に
、
衛
生
管
理
者
資
格
の
保
有
者

を
増
や
す
傾
向
の
企
業
も
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
本
会
で
は
、
合
格
率
89
�
3

％
を
誇
る
㈱
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
と
共
催
し
、

第
一
種
・
第
二
種
衛
生
管
理
者
受
験
対

策
講
座
を
、
二
月
十
六
日
㈫
、
十
七
日

㈬
の
二
日
連
続
講
座
と
し
て
、
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お

い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
社
会
保
険
労
務
士
、
第

一
種
衛
生
管
理
者
の
資
格
を
も
ち
、
分

か
り
や
す
い
講
義
に
定
評
の
あ
る
、
㈱

ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
専
任
講
師
の
柴
田
珠
美

氏
を
お
迎
え
し
、
三
十
名
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
講
座
は
、
昨
年
の
埼
玉
出
張
試
験

に
合
わ
せ
て
、
九
月
に
開
催
予
定
で
し

た
が
、
出
張
試
験

の
中
止
に
伴
い
、

延
期
開
催
と
な
っ

た
講
座
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
も
様
々
あ
り

ま
す
が
、
衛
生
管

理
者
の
ニ
ー
ズ
も

高
い
こ
と
か
ら
、

参
加
者
の
皆
様
に

は
感
染
防
止
対
策

へ
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
し
て
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
関
東
圏
で
の
衛
生
管
理
者
試

験
会
場
は
、「
関
東
安
全
衛
生
技
術
セ

ン
タ
ー
」
と
な
り
ま
す
。
試
験
会
場
で

は
入
場
定
員
を
減
ら
し
、
開
催
日
程
を

増
や
す
こ
と
で
対
応
し
て
い
ま
す
が
、

す
ぐ
に
満
席
と
な
り
ま
す
の
で
、
同
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

https://kanto.exam
.or.jp

◇
資
格
の
概
要

衛
生
管
理
者
の
主
な
職
務
は
、
労
働

者
の
健
康
障
害
を
防
止
す
る
た
め
の
作

業
環
境
管
理
、
作
業
管
理
及
び
健
康
管

理
、
労
働
衛
生
教
育
の
実
施
、
健
康
の

保
持
増
進
措
置
な
ど
。

《
第
一
種
免
許
》

す
べ
て
の
業
種
の
事
業
場
に
お
い
て

衛
生
管
理
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
第
二
種
免
許
》

有
害
業
務
と
関
連
の
少
な

い
情
報
通
信
業
、
金
融
・
保

険
業
、
卸
売
・
小
売
業
な
ど
、

一
定
の
業
種
の
事
業
場
に
お

い
て
の
み
、
衛
生
管
理
者
と

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
講
座
の
概
要

《
一
日
目
》

・
出
題
傾
向
分
析
と
合
格
学

習
法

・
関
係
法
令
1
（
労
働
安
全

衛
生
法
）

・
関
係
法
令
2
（
労
働
基
準

法
）

・
労
働
衛
生
1

《
二
日
目
》

・
労
働
衛
生
2

・
労
働
生
理

・
有
害
業
務（
関
係
法
令
）※

・
有
害
業
務（
労
働
衛
生
）※

※
印
は
第
一
種
受
講
者
の
み

講師：㈱ウェルネット
専任講師 柴田 珠美 氏

講座風景
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「ノン・スポークン調査」は、
すでに報道機関の世論調査方
法に採用され、毎月の内閣支
持率などを検出しています。
母集団（日本の有権者）に関
するカバレッジの高さと、
人々のライフスタイルに適合
した方法として、そのパフォ
ーマンスに注目が集まってい
ます。

学歴・略歴
松本 正生
（まつもと まさお）
1990年法政大学大学院博士課
程修了（政治学博士）、埼玉
大学経済学部助教授、同教授
などを経て、2013年より埼玉
大学社会調査研究センター長。
専門分野は、政治意識論、選
挙研究、調査の科学。主な著
書は、『世論調査と政党支持』、
『政治意識図説』、『世論調査
のゆくえ』など。2020年4月
に大学発のベンチャー企業と
して、㈱社会調査研究センタ
ーを設立し、代表取締役社長
に就任。現在、総務省主権者
教育アドバイザー、（公財）
日本世論調査協会評議員、（公
財）明るい選挙推進協会理事
などを兼務、専門社会調査士。

社会調査や世論調査を典型とす
る各種のサーベイ・リサーチは、

現在、実査環境の悪化にともない、調査結果の精
度の低下に直面しています。その一方で、社会の
あらゆる局面において、客観性の高いエビデンス・
データへの要請が高まっています。わけても、プ
ロバビリティ・サンプル（確率標本）を前提とす
る代表性を担保した調査データの確保が不可欠で
す。
加えて、人々のコミュニケーション・スタイル
も急激に変化しています。スマートフォンの保有
率は8割を超え、若年層はもちろん、中高年層で
も標準装備となりました。友人との会話のみなら
ず、仕事関係の情報交換や会話のあり方も、voice
to voice（通話）から type to type（メッセージ）
へと変容しつつあります。サーベイ・リサーチの
命運は、スマートフォンにどれだけリーチできる
かという点に掛かってお
り、調査方法はパラダイ
ムの転換を余儀なくされ
ています。
㈱社会調査研究センタ

ー（https : //ssrc.jp）では、新方式の調査法を開
発し、2020年4月から実装しています。スマート
フォンを対象とするショートメール（Automated
Text Message）調査をメインにした、新しいタ
イプのミックス・モード手法＝「ノン・スポーク
ン（Non-spoken）調査」にほかなりません。従
来型電話調査は、調査員（オペレーター）の human
interviews により意見の聴取を行っています。わ
れわれの「ノン・スポークン調査」は、自動音声
（オートコール）と SMS（ショート・メッセー
ジ）とを組み合わせた text & voice interviews
を採用しています。調査の手順は〔下図〕の通り
です。ショートメールを経由したWeb調査です
ので、単語や文章を入力してもらう記述式設問も
可能です。スマホを対象とした自記式調査と定義
することができるでしょう。

医薬品・診断薬へのVHH
抗体、ペプチドアプタマ
ーの応用
人工酵素の開発

学歴・略歴
根本 直人
（ねもと なおと）
1996年 埼玉大学大学院
理工学研究科 博士課程
修了、博士（学術）
三菱化学生命科学研究所
特別研究員後、複数のベ
ンチャー企業および（独）
産業技術総合研究所の研
究員を経て2008年、埼玉
大学大学院理工学研究科
准教授、2015年より現職。
2016年 ㈱Epsilon Mole
cular Engineering（EME）
社創業、2017年代表取締
役（兼任）。

私の研究室では試験管の中で「抗
体」を作る研究をしています。通常、

抗体を作る際は動物（ウサギやマウス）に抗原という
人間が結合して欲しいと思う物質（ウイルスや細菌な
ど）を免疫して（具体的には注射して）免疫反応を起
こさせます。そして数か月たったところで免疫した動
物の血液から抗原に結合する抗体を見つけてきます。
しかし、私はそもそも生命の起源に興味をもって研究
の世界に入ったものでから、生物が存在しない試験管
の中で生体高分子（核酸やタンパク質など）をどのよ
うに進化させることができるかに興味をもって研究し
ていました。このような研究をしている中で、核酸や
タンパク質が標的分子に自由に結合できるように進化
させることができることがわかりました（結合する分
子は「アプタマー」と呼ばれ、方法は試験管内淘汰と
か進化分子工学と呼ばれています）。一方、数10年前
から抗体を医薬に応用する（抗体医薬）際にいくつか
の問題があることがわかりました。
例えば動物を殺してしまう毒のよ
うな物質は免疫すると動物が死ん
でしまうため、抗体が作れません。
また、ウサギやマウスの抗体はヒ
トの免疫抗原になってしまいアレ

ルギー反応などが起こって場合によってはショック死
します。そのため、動物を使わずに試験管内で抗体を
作る方法であるファージディスプレイ法は2018年度ノ
ーベル化学賞の対象となりました。この技術によって
抗体医薬ができるようになりました。私たちはこの技
術の1万倍程度の効率をもつ「cDNAディスプレイ
法」を開発し、最近では次世代抗体といわれるラクダ
科動物の抗体（VHH抗体とも呼びます）に応用する
研究をしてきました。最近、VHH抗体は医薬品とし
て大きな注目を浴びつつあり、これを用いた埼玉大学
発ベンチャーEpsilon Molecular Engineering 社が今
までない新しい薬効のある次世代抗体医薬の開発をし
ています。昨年の5月には北里大学、花王と共にいち
早くコロナウイルスに対するVHH抗体の取得にも成
功しました。当初は夢にも思わなかった社会貢献がこ
のような形で実現できてきたことは関係する皆様のお
陰と感謝しております。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼玉県経営者協会 専務理事 廣澤 健一 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第111111111111111111111111222222222222222222222222333333333333333333333333回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

高速進化技術で「抗体」デザイン…医薬品・診断薬への実用化へ
大学院理工学研究科 物質科学部門 物質機能領域 根 本 直 人 教授

「ノン・スポークン（Non-spoken）調査」の実装
社会調査研究センター長 松 本 正 生 教授
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